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昭

和

五

十

三

年

十

月
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提

出 

質

問

第

五

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
に
基
づ
く
諸
規
則
の
運
用
の
実
態
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
三
年
十
月
六
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

保 
 

利 
 
 

茂 

殿 

 

提 

出 

者 
 

木 
 

原 
 
 

実 

 

一 

 



 

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
（
以
下
「
事
業
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
諸
規
則
の
各
規
定
の
必
要
性
並
び
に
運
用

の
実
態
を
把
握
し
た
い
の
で
、
新
東
京
国
際
空
港
公
団
（
以
下
「
空
港
公
団
」
と
い
う
。
）
の
航
空
燃
料
輸
送
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
計
画
に
対
す
る
運
用
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

事
業
法
に
基
づ
く
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
の
事
業
用
施
設
の
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
以
下
「
技
術

基
準
省
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
は
、
事
業
用
施
設
を
設
置
し
て
は
な
ら
な
い
場
所
を
定
め
て
い
る
。 

 
2 

同
条
同
項
第
四
号
に
定
め
る
河
川
区
域
及
び
水
路
敷
に
は
、
何
ゆ
え
事
業
用
施
設
を
設
置
し
て
は
な
ら
な

い
と
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

1 

同
条
同
項
第
一
号
に
定
め
る
震
災
時
の
た
め
の
避
難
空
地
に
は
、
何
ゆ
え
事
業
用
施
設
を
設
置
し
て
は
な

ら
な
い
と
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
に
基
づ
く
諸
規
則
の
運
用
の
実
態
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

二 

本
件
計
画
は
、
空
港
公
団
が
昭
和
四
十
六
年
八
月
十
九
日
に
公
表
し
た
計
画
（
以
下
「
旧
計
画
」
と
い
う
。
）
を

変
更
し
て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
。 

1 

空
港
公
団
が
、
本
件
計
画
に
関
し
、
事
業
法
第
八
条
に
基
づ
く
変
更
許
可
（
以
下
「
八
条
許
可
」
と
い
う
。
）

を
申
請
し
た
期
日
及
び
許
可
を
受
け
た
期
日
並
び
に
変
更
の
対
象
と
な
つ
た
施
設
と
そ
の
場
所
（
市
町
村
内

の
町
名
ま
で
す
べ
て
）
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

4 

空
港
公
団
が
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
二
十
日
に
公
表
し
た
航
空
燃
料
輸
送
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
（
以
下
「
本

件
計
画
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
事
業
用
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
場
所
の
う
ち
、
技
術
基
準
省

令
第
二
条
第
一
項
の
各
号
に
該
当
す
る
場
所
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
連
続
す
る
区
間
ご

と
に
場
所
、
該
当
す
る
号
、
延
長
距
離
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

3 
同
条
同
項
第
八
号
に
定
め
る
海
岸
保
全
施
設
及
び
そ
の
敷
地
に
は
、
何
ゆ
え
事
業
用
施
設
を
設
置
し
て
は

な
ら
な
い
と
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

2 
空
港
公
団
が
、
旧
計
画
に
従
つ
て
千
葉
市
内
に
設
置
し
た
事
業
用
施
設
は
、
適
法
に
設
置
さ
れ
て
い
な
い

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
つ
た
。
事
業
法
第
十
五
条
第
一
項
に
定
め
る
工
事
計
画
の
認
可
を
受
け
て
お
ら
ず
、

消
防
法
第
十
一
条
の
設
置
許
可
も
受
け
て
い
な
い
。 

④ 

千
葉
市
内
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
③
以
外
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
付
属
施
設 

③ 

千
葉
港
頭
石
油
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
現
在
連
続
し
て
埋
設
さ
れ
て
い
た
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
と
付
属
施
設 

② 

船
舶
送
受
油
用
導
管
系
の
施
設 

① 

千
葉
港
頭
石
油
タ
ー
ミ
ナ
ル
敷
地
内
施
設 

さ
て
、
千
葉
市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
事
業
用
施
設
の
う
ち
、
八
条
許
可
に
よ
つ
て
事
業
法
に
定
め
る
事

業
用
施
設
で
な
く
な
つ
た
施
設
と
、
そ
う
で
な
い
施
設
の
区
別
を
次
の
各
項
目
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た 

い
。 

五 

 



 

4 

本
件
計
画
で
使
用
を
予
定
し
て
い
る
用
地
に
関
し
、
朝
日
新
聞
昭
和
五
十
三
年
九
月
二
十
七
日
号
は
、
十

二
カ
所
の
文
化
遺
跡
の
所
在
を
報
じ
て
い
る
。 

3 

本
件
計
画
で
必
要
と
す
る
用
地
の
う
ち
、
昭
和
五
十
三
年
九
月
二
十
八
日
現
在
、
公
共
用
地
以
外
の
用
地
で

空
港
公
団
が
取
得
し
て
い
な
い
用
地
の
場
所
及
び
面
積
を
用
地
の
連
続
区
間
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

と
く
に
③
、
④
、
⑤
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
連
続
し
た
区
間
ご
と
に
場
所
を
特
定
し
、
各
延
長
距
離
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

③ 

空
港
公
団
が
八
条
許
可
の
申
請
書
に
記
載
し
た
事
業
法
施
行
規
則
第
四
条
第
一
項
第
六
号
に
定
め
る
土 

② 

十
二
ヵ
所
の
遺
跡
の
場
所
及
び
遺
跡
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

① 

右
報
道
の
う
ち
、
本
件
計
画
で
使
用
を
予
定
し
て
い
る
用
地
に
十
二
ヵ
所
の
遺
跡
が
存
在
す
る
こ
と
に

相
違
は
な
い
か
。 

⑤ 

千
葉
市
外
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
付
属
施
設 

六 

 



 

6 

八
条
許
可
申
請
に
際
し
、
空
港
公
団
が
申
請
書
に
記
載
し
た
事
業
法
施
行
規
則
第
四
条
第
一
項
第
四
号
に 

5 

八
条
許
可
申
請
に
際
し
、
空
港
公
団
が
申
請
書
に
記
載
し
た
事
業
法
施
行
規
則
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に

定
め
る
変
更
の
理
由
を
全
文
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

⑥ 

空
港
公
団
は
、
本
件
計
画
で
必
要
と
す
る
用
地
の
中
に
右
の
遺
跡
が
あ
る
こ
と
を
知
つ
た
期
日
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
の
際
い
か
な
る
法
令
上
の
手
続
き
若
し
く
は
方
法
を
と
つ
た
か
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。 

⑤ 

遺
跡
管
理
者
は
、
右
の
十
二
ヵ
所
の
遺
跡
が
本
件
計
画
で
必
要
と
す
る
用
地
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
知
つ
た
法
令
上
の
手
続
き
及
び
期
日
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

④ 
右
の
十
二
カ
所
の
遺
跡
の
管
理
に
権
原
を
有
す
る
も
の
及
び
そ
の
事
務
を
行
う
も
の
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
（
以
下
「
遺
跡
管
理
者
」
と
い
う
。
）
。 

地
の
利
用
の
状
況
に
関
す
る
事
項
の
全
文
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

七 

 



 

三 

空
港
公
団
が
航
空
燃
料
輸
送
全
般
に
関
し
て
支
払
つ
た
若
し
く
は
支
払
い
つ
つ
あ
る
費
用
の
概
算
に
つ
い
て

承
わ
り
た
い
。 

4 

右
質
問

1
、
2
、
3
以
外
の
費
用
で
貨
車
輸
送
に
起
因
す
る
支
出
が
あ
れ
ば
、
そ
の
総
額
概
算
を
明
ら
か 

3 

空
港
公
団
が
貨
車
輸
送
を
行
う
た
め
に
必
要
と
し
て
設
置
し
た
、
成
田
市
土
屋
か
ら
空
港
ま
で
の
間
の
暫

定
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
設
置
に
要
し
た
費
用
の
総
額
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

2 

空
港
公
団
が
貨
車
輸
送
を
行
う
に
当
た
り
、
関
係
市
町
村
に
対
し
て
政
府
及
び
空
港
公
団
が
約
束
し
た
行

為
を
行
う
た
め
に
要
す
る
費
用
の
概
算
額
を
、
関
係
市
町
村
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

1 

空
港
公
団
が
昭
和
五
十
三
年
三
月
か
ら
行
つ
て
い
る
鹿
島
港
及
び
市
原
港
か
ら
の
暫
定
貨
車
輸
送
（
以
下

「
貨
車
輸
送
」
と
い
う
。
）
に
関
し
、
日
本
国
有
鉄
道
、
鹿
島
臨
海
鉄
道
株
式
会
社
及
び
京
葉
臨
海
鉄
道
株
式
会

社
に
支
払
つ
て
い
る
費
用
の
一
日
当
た
り
の
概
算
額
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

定
め
る
工
事
の
着
手
期
日
及
び
完
成
の
予
定
期
日
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

八 

 



 

8 

空
港
公
団
が
、
旧
計
画
に
基
づ
き
設
置
し
た
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
用
施
設
の
す
べ
て
（
千
葉
市
の
内 

7 

空
港
公
団
が
、
旧
計
画
に
基
づ
き
設
置
し
た
事
業
用
施
設
の
う
ち
撤
去
し
た
若
し
く
は
撤
去
し
つ
つ
あ
る

施
設
に
つ
い
て 

6 

空
港
公
団
が
旧
計
画
に
基
づ
き
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
二
十
八
日
ま
で
に
設
置
し
た
す
べ
て
の
事
業
用
施

設
を
設
置
す
る
た
め
に
要
し
た
費
用
の
総
額
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

5 
空
港
公
団
が
八
条
許
可
の
申
請
書
に
記
載
し
た
、
事
業
法
施
行
規
則
第
四
条
第
五
号
に
定
め
る
所
要
資
金

の
金
額
及
び
調
達
方
法
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

② 

千
葉
市
内
の
護
岸
敷
埋
立
地
工
区
に
設
置
さ
れ
た
施
設
の
撤
去
に
要
す
る
費
用
の
総
額
概
算 

① 

千
葉
市
内
の
通
称
水
道
道
路
に
設
置
さ
れ
て
い
た
施
設
の
撤
去
に
要
し
た
費
用
の
総
額 

に
さ
れ
た
い
。 

九 

 



 

 

一
〇 

外
を
問
わ
ず
）
に
つ
い
て
、
そ
の
維
持
管
理
（
保
守
管
理
及
び
占
用
料
等
を
含
む
。
）
に
要
し
た
費
用
の
総
額
を

昭
和
五
十
三
年
九
月
二
十
八
日
現
在
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


